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紹
　
介

斎
藤
理
生
・
杲
由
美
編 

『
新
聞
小
説
を
考
え
る
―
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
を
中
心
に
』

服　

部　

峰　

大

本
書
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
の
新
聞
小
説
を
中
心
に
様
々

な
考
察
を
行
い
、
新
聞
、
時
代
、
作
者
、
読
者
、
挿
絵
、
記
事
な
ど
が
関
わ

り
合
う
新
聞
小
説
と
い
う
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
書
は
二
〇
一
六
年
か
ら

二
〇
一
九
年
に
か
け
て
不
定
期
開
催
さ
れ
た
共
同
研
究
会
の
成
果
を
一
冊
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は
複
数
の
論
文
と
コ
ラ
ム
に
よ
っ
て
新
聞

小
説
に
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
る
。
初
め
に
論
文
の
概
要
を
示
す
。

平
浩
一
「
文
学
史
と
山
本
有
三
の
位
置
―
文
学
ジ
ャ
ン
ル
な
ら
び
に
一
九

三
〇
年
代
の
受
容
か
ら
」
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
山
本
有
三
の
新

聞
小
説
作
家
と
し
て
の
一
面
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
多
彩
な
活
動
を
残
し
な

が
ら
も
文
学
史
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
山
本
有
三
の
「
独
特
」
さ
が
如
何
に

形
成
さ
れ
、
そ
の
「
独
特
」
さ
を
山
本
有
三
自
身
が
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
。

杲
由
美
「
白
井
喬
二
「
藤
三
行
状
記
」
論
―
地
方
新
聞
に
お
け
る
展
開
」

は
、「
藤
三
行
状
記
」（
昭
和
八
年
五
月
四
日
～
同
年
十
二
月
三
十
一
日
『
福

岡
日
日
新
聞
』、
そ
の
他
三
紙
）の
可
能
性
を
考
察
す
る
。
本
論
で
は
、
全
国

紙
と
異
な
る
地
方
紙
と
い
う
場
が
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
と

共
に
、
こ
れ
ま
で
の
主
人
公
像
を
相
対
化
す
る
新
し
い
主
人
公
像
、
挿
絵
や

演
劇
化
に
触
れ
る
こ
と
で
本
作
再
評
価
の
可
能
性
を
示
し
た
。

後
藤
隆
基
「
獅
子
文
六
「
悦
ち
ゃ
ん
」
論
―
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
〈
少

女
歌
手
〉
の
歌
／
声
」
は
、
獅
子
文
六
の
初
の
新
聞
連
載
小
説
作
品
で
代
表

作
で
も
あ
る
「
悦
ち
ゃ
ん
」（
一
九
三
六
年
七
月
一
九
日
～
一
九
三
七
年
一

月
一
五
日
『
報
知
新
聞
』）
の
持
つ
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
作
は
、

時
代
の
流
行
に
乗
り
な
が
ら
も
大
人
が
求
め
る
「
少
女
」
と
い
う
問
題
意
識

を
前
景
化
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
意
識
は
後
の
時
代
に
お
い
て
も
機
能
し
得

た
。松

本
和
也
「
岸
田
國
士
「
暖
流
」
を
読
む
―
複
数
の
プ
ロ
ッ
ト
／
戦
時
下

の
身
体
」
で
は
、「
暖
流
」（
一
九
三
八
年
四
月
一
九
日
～
一
九
三
八
年
九
月

一
九
日
『
東
京
／
大
阪
朝
日
新
聞
』）
が
、
新
聞
と
い
う
幅
広
い
読
者
層
を
意

識
す
る
こ
と
で
純
文
学
的
な
芸
術
性
を
持
っ
た
通
俗
小
説
と
い
う
社
会
性
を

持
つ
新
し
い
新
聞
小
説
を
生
み
出
し
、
同
時
に
こ
の
試
み
が
後
に
岸
田
が
唱

え
た
地
方
文
化
論
の
萌
芽
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

斎
藤
理
生
「
高
見
順
『
東
橋
新
誌
』
論
―
『
東
京
新
聞
』
を
手
が
か
り
に
」

は
、
激
動
の
時
代
に
描
か
れ
た『
東
橋
新
誌
』（
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
〇
日

～
一
九
四
四
年
四
月
六
日
『
東
京
新
聞
』）
が
、
他
紙
面
の
同
時
代
ト
ピ
ッ
ク

ス
や
高
見
の
他
紙
の
紙
面
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
語
り
手
「
私
」
を
通
じ
て
虚

構
を
現
実
の
側
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
で
、
戦
時
下
の
東
京
を
異
化
し
読
者
に

味
合
わ
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
戦
時
下
の
文
学
者
の
在

り
方
を
考
察
す
る
。

次
に
〈
コ
ラ
ム
〉
の
概
要
を
示
す
。

後
藤
隆
基
「〈
コ
ラ
ム
〉
新
聞
小
説
と
演
劇
」
で
は
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』

と
成
駒
屋
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
と
松
嶋
屋
と
い
う
二
つ
の
新
聞
と
劇
団
の
関
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係
か
ら
、
明
治
期
の
大
阪
に
お
け
る
新
聞
小
説
と
演
劇
の
結
び
つ
き
を
考
察

す
る
。

杲
由
美
「〈
コ
ラ
ム
〉
挿
絵
の
ゆ
く
え
」
は
、
単
行
本
化
さ
れ
る
際
に
切
り

捨
て
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
新
聞
小
説
の
挿
絵
に
つ
い
て
、
一
九
三
〇
年
代
に

発
刊
さ
れ
た
挿
絵
付
き
単
行
本
を
紹
介
し
な
が
ら
論
じ
る
。

さ
ら
に
本
書
に
は
斎
藤
理
生
に
よ
る
「
新
聞
小
説
主
要
研
究
文
献
リ
ス

ト
」
が
付
属
し
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト
は
、
単
行
本
、
単
行
本
の
一
部
に
新

聞
小
説
論
を
含
む
も
の
、
雑
誌
特
集
、
研
究
論
文
と
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
新
聞

小
説
に
関
す
る
主
要
文
献
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
示
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
単
行
本
化
や
時
代
の
流
れ
に
伴
い
忘

れ
ら
れ
が
ち
な
新
聞
小
説
を
巡
る
場
を
様
々
な
角
度
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
試
み
は
新
聞
小
説
が
「
生
き
た
」
姿
を
描
き
出
す
。
本
書
が
示

し
た
よ
う
に
新
聞
小
説
研
究
は
未
だ
掘
り
つ
く
せ
ぬ
鉱
脈
そ
し
て
魅
力
を

持
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
巻
末
に
示
さ
れ
た
主
要
研
究
文
献

リ
ス
ト
は
親
切
で
あ
る
と
共
に
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
新
聞

小
説
だ
け
で
な
く
小
説
を
巡
る
場
に
興
味
を
持
つ
人
に
と
っ
て
本
書
は
必
読

の
一
冊
と
い
え
る
。

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
イ
ン
、二
〇
二
〇
年
三
月
、一
一
八
頁
、一
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
は
っ
と
り
・
た
か
ひ
ろ　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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